
講演は、障害者の⻭科治療を⾏う際の医療従事者の対応の基本についてご説明いただき、⻭
科治療に適応できるレディネス（準備性）やその簡単なチェック⽅法について教えていただき
ました。また、障害者⻭科において重要な⾏動療法について解説いただき、障害のある⽅のみ
ならず⼩児の⻭科診療をはじめ⽇常臨床に応⽤できる内容でした。講演の最後には、「障害者
への理解をもって接する」ことの⼤切さについてお話しいただきました。

令和5年2⽉9⽇(⽊)午後6時30分より、⻭科医療連携協⼒医研修会を開催しました。今年度も
web開催となりました。
今回は、「はじめて障害者を診る際の注意点」をテーマに、昭和⼤学⻭学部⼩児成育⻭科学講

座教授、昭和⼤学⻭科病院⼩児⻭科・障がい者⻭科の船津敬弘先⽣にご講演いただきました。研
修会は、下重千恵⼦東京都⻭科医師会担当理事、重枝昭広副所⻑の挨拶、平林幹貴医療連携室
委員⻑が司会進⾏を務め、25名の⽅々が聴講して下さいました。
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参加者からの感想

重枝昭広
副所⻑

私達も、不慣れな点もあ
りますが、障害者の⽅々
に寄り添える診療体制を
⼼掛けて⾏きます。

とても勉強になりましたの
で次回も開催予定であれば
参加したいと思います。
ありがとうございました。

講師：船津敬弘教授



令和5年1⽉23⽇(⽉)午後6時30分より、障害者⻭科機能連携委員
会が、昨年に引き続きweb配信にて開催されました。
湯澤伸好副会⻑のご挨拶にはじまり、佐藤修委員⻑（杉並区）の
進⾏に従い、当センターの運営状況、医療連携実績の報告後、
「地区⼝腔保健センターの診療体制について」とのテーマで協議
しました。各地区担当の先⽣⽅に事前アンケートを依頼し、その
結果を踏まえた活発な意⾒交換が⾏われました。その内容の⼀つ
では、輪番制をとっている地区が⼤多数であり、治療計画や診療
の引継ぎなどの情報共有は⼯夫されて⾏われてました。なかには
初診患者の治療計画は、Web会議を利⽤し協⼒医間で情報共有し
ている地区もあり、他の地区の参考となるご意⾒をいただきまし
た。また、静脈内鎮静法を⾏う場合に安全⾯から全⾝⿇酔器を準
備しているか、在宅・訪問⻭科診療の診療体制についてなど協議
され、例年にも増して有意義な委員会となりました。
当センターとしましては、今回の協議とアンケート結果をもと

に、各地区の実情に合わせた医療連携をさらに
進めて参りたいと考えております。

「連携だより」に関する問い合わせ：東京都立心身障害者口腔保健センター・医療連携室
TEL（03）3235-1141（代）/ FAX（03）3235-1144
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令和５年度研修会案内について
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研修会一覧を同封させて

いただきました。

センターホームページと

合わせてご覧ください。
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